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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部文化振興局
19119-1 一般事業（町並み保存費） 室名 まちなみ文化財室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民・保存地区住民・関宿見学者

③
指
標

施策の方向 01:関宿の伝統的建造物群の保存の推進 項 社会教育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 町並み保存費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 05:歴史的なまちなみの保存整備 款 教育費

単位

国庫支出金 所要人員 0.25

人
件
費

総人件費 1,831
事業費 1,235 1,194 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 4 4 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
ＮＰＯ東海道関宿、関宿案内ボランティアの会の自主的活動に職員を派遣するなど、団体の活動を支援できた。
全国伝統的建造物群保存地区協議会、歴史的景観都市協議会等に出席し、意見交換や職員の研修を行うとともに、
他地方自治体との交流や連携が図れた。
関宿見学者の利便を図るため、散策パンフレット等の配布を行って、散策者の案内を利便を図れた。 Ａ

順調に進んだ

 NPO東海道関宿、関宿案内ボランティアの会等の関連団体と連携して行事等を行ったが、今後も市民活動の展開のための支援を続
けていく必要がある。

 関係団体が充実した事業活動を行えるよう、財政支援を行うとともに、事業内容について調整や協議を進める。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,831

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
ＮＰＯ東海道関宿、関宿案内ボランティアの会の活動を支
援した。
全国伝統的建造物群保存地区協議会等に出席し、意見交
換や関係自治体等との連携を図った。
関宿見学者の利便性を図るため、散策パンフレット等を配
布し、不足分を増刷した。

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： まちなみ文化財室長　山口 昌直

目
的

概
要

・住民団体の育成。
・関連全国組織等との連携。
・見学者の利便性の向上。
・諸官庁との協議・調整。

伝統的建造物群保存地区の保存を推進するための諸事業を行う。

２７年度

総コスト 3,025

一般財源 1,231 1,190

1,831 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

7
回

185

7
回

214

③
計画値

④

名称

補足

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値

回

計画値

回

実績値
単位

計画値

名称

補足

諸官庁・関係自治体等との情報交換や研修参加回数

関宿案内ボランティアの会の活動回数

単位


